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1. 目的

現在、銚子地域の沖合底曳網漁業は、 2経営体、 5隻で操業されている。漁船の内訳は、 70

トン型！日来船が 3隻、改革済既存 19トン型船が 2隻となっている。 70トン型旧来船の船齢

の内訳は、漁船Aが27年、漁船Bが33年、漁船Cが26年となっている。

これら 70トン型旧来船は、老朽化により、安全操業への不安や、修繕費の増加、エンジン

効率の低下による燃料費の増加等、早急に省コスト型で収益性の高い代船建造が必要となっ

ている。

従前のもうかる漁業では、 2隻の沖底船を 70トン型から 19トン型に小型化を行い、船体

維持費、燃料費、人件費等の経費の削減により経営の安定化に道筋を立てることができた。

しかし、燃油単価の高止まり、消費税の増税による資材等の高騰、消費者の魚離れによる魚

価安など経営環境の厳しい状況は続いており、更なる改善・改革に取り組まなければならな

し＼o

2隻の 70トン型旧来船を小型化し操業した平成 23年から平成 24年度漁期は、ヤリイカ

の好漁により計画を上回る収入の増加があったが、平成 25年度漁期はヤリイカの不漁によ

り、魚主体の操業で何とか経営を凌ぐという状況であった。（改革済既存 19トン型漁船魚種

別水揚表参照）

水産庁発表による資源動向では、浅場に生息するヤリイカは高位増加傾向であるが、単一

の資源への依存を高めたまま操業することは、経営上のリスクが大きい。当該資源の減少時

に魚種転換を図るため、浅場操業しかできない 19トン型漁船に深場操業の選択肢を付加する

ことは、リスク分散を図る上で重要である。（70トン型！日来船魚種別水揚表参照）

また 70トン型旧来船の小型化によって、従来の操業場所で、あった深場漁場の操業を取り止

め、浅場での操業に多くの船が集中することは、漁場への漁獲圧力が過重となり浅場資源へ

の影響が懸念される。これは漁場利用の観点からも適切ではないと考えられる。

そこで、今回の改革型漁船の導入にあたっては、経営の安定化が実証されている改革済既存

19トン型船を基本船型とし、引き続き 70トン型旧型船と同様に漁獲物の多様性と漁場の有

効利用を図るため、浅場操業では 1そう曳きを、深場操業では 2そう曳きを行える 19トン

型ハイブリッド船を建造する。

この 19トン型ハイブリッド船の導入により、当地域の底曳網漁業の継続発展を図る。

また、流通においては、魚体選別を行うデ、ツキや漁獲物の搬送用樽などの洗浄を、新衛生

殺菌水を船上使用することで、漁獲物の安全性を高め、付加価値向上を図る。



改革済既存 19トン型船

H24年度魚種別水揚数量

魚種 数量（トン）

ヤリイカ

マイカ

ヒラメ類

その他

合計

改革済既存 19トン型船

H24年度魚種別水揚金額

272 

21 

5 

60 

358 

魚種 金額（千円）

ヤリイカ

マイカ

ヒラメ類

その他

合計

改革済既存 19トン型船

H25年度魚種別水揚数量

136,628 

3,288 

3,297 

17,544 

160, 757 

魚種 数量（トン）

ヤリイカ

マイカ

ヒラメ類

その他

iロb、霊ロ」1． 

改革済既存 19トン型船

H25年度魚種別水揚金額

43 

12 

25 

171 

251 

魚種 金額（千円）

ヤリイカ 32,412 

マイカ 1,877 

ヒラメ類 17,124 

その他 65,814 

iロb、号ロ本I 117,227 

・ヤリイカ ・マイカ aヒラメ類 ・その他

圃ヤリイカ ・マイカ ・ヒラメ類 ・その他

・ヤリイカ ・マイカ εヒラメ類 ・その他

・ヤリイカ ・マイカ sヒラメ類 ・その他
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70トン型旧来船魚種別水揚数量

H17～H21年度の 5中3平均

魚種 数量（トン）

イカ類 137 

アジ 58 

サメガレイ 39 

赤地（キチジ） 6 

ヒラメ類 6 

その他 57 

合計 303 

70トン型旧来船魚種別水揚金額

H17～H21年度の 5中3平均

魚種 金額（千円）

イカ類 66,298 

アジ 13,104 

サメガレイ 16, 756 

赤地（キチジ） 16,138 

ヒラメ類 5,186 

その他 23,377 

合計 140,859 

2. 地域の概要

圃イカ類 ・アジ

・赤地 （キチジ） ・ヒラメ類

・イカ類 ・アジ

弘サメガレイ

・その他

・サメガレイ

回赤地 （キチジ） ・ヒラメ類 ・その他

銚子漁港は、寒暖流の交錯する好漁場を有し、北は北海道から南は沖縄まで、日本全国の

漁船が水揚げする水揚日本一の漁港である。

平成 25年の銚子漁港の水揚げは、水揚数量 214,500トン、水揚金額 270億円、延べ水

揚隻数 21, 700隻となっており、そのうち機船底曳網漁業の水揚げは、水揚数量 2,737ト

ン （1.3%）、水揚金額 12.7億円（4.7%）である。銚子漁港では多獲性魚の漁獲が多いため

比率が低いように見えるが、鮮魚としての漁獲量は、魚種ともに豊富で、単価も比較的安い

ため、地元スーパーや町の小売店、地元鮮魚を売りにする飲食店や観光業者にとっては、無

くてはならない魚となっており、当地域の鮮魚流通に重要な役割を果たしている。

銚子地域の沖合底曳網漁業は、 30トンクラスの掛け回し漁法からスタートし、昭和 40年

代に入って 50トンクラスの船尾トロール方式へ転換が図られた。その後さらなる大型化が進

められたが、資源の減少や過当競争により経営体数の減少が続き、昭和 38年に 40隻あった

漁船が、現在は 70トン型旧来船が 3隻、改革済既存 19トン型船が 2隻にまで減少してい

る。
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沖合底曳網漁船の操業形態は、 70トン型！日来船、改革済既存 19トン型船とも魚曳きの場

合は 1泊2日で明け方前出漁翌日午前中水揚げ（70トン型旧来船が深場操業を行う場合も同

様）、イカ曳き操業の際は日帰り操業で明け方前出漁当日午後水揚げとなっている。

平成 25年全国主要漁港水揚高

順位 漁港名 数量（トン） 漁港名 金額（千円）

1 銚子 －－－＇~よ司園日目 _.l_. 21~， 500 福岡 43,873,349 

2 焼津 152,158 焼津 39,308,168 

3 境港 136,066 長崎 34,158,862 

4 長崎 121,514 根室 29,147,662 

5 松浦 119,176 I 銚子 六〈’ rt~.＇
6 生Iii路 110,668 三崎 21,669,610 

7 根室 107,342 八戸 19,675,792 

8 八戸 97,601 境港 17,822,934 

9 枕崎 97,073 函館 17,481,445 

10 石巻 86,087 松浦 17,349,797 

（資料：時事通信社）

平成 25年銚子漁港漁業別水揚数量

漁業種 数量（トン）

旋網漁業 194,885 

機船底曳網漁業 2,737 

小型底曳網漁業 864 

鮪鮫延縄漁業 4,327 

鰹一本釣漁業 1,240 

秋万魚棒受網漁業 8,162 

その他 2,285 

合計 214,500 
・旋絹 置沖底 ・小底 ・延縄 ・一本釣 E毛k刀魚 ・その他

平成 25年銚子漁港漁業別水揚金額

漁業種 金額（千円）

旋網漁業 19,400,680 

機船底曳網漁業 1,267,655 

小型底曳網漁業 466,217 

鮪鮫延縄漁業 2,914,462 

鰹一本釣漁業 256,832 

秋刀魚棒受網漁業 1,022,650 

その他 1,670,943 

合計 26,999,439 ・旋網 ・t中底 E小底 ・延縄・一本釣 圏秩刀魚 ・その他
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3.計画内容

(1）参加者名簿

①地域協議会委員名簿

構成機関名 役職 氏名 備考

有識者 （株）漁協経営センター代表 山本辰義

有識者 東京海洋大学教授 岡崎裏美子

千葉県漁業協同組合連合会 専務理事 勝山満

千葉県信用漁業協同組合連合会 専務理事 冠谷公明

千葉県水産加工業協同組合連合会 専務理事 弓削義正

千葉県漁業信用基金協会 理事長 山本研逸

千葉県農林水産部水産局水産課 課長 清水正夫 役職指定

公益財団法人千葉県水産振興公社 理事長 中村隆史 役職指定

②銚子地域沖合底びき網漁業部会委員名簿

構成機関名 役職 氏名 備考

銚子市漁業協同組合 代表理事組合長 坂本雅信

千葉県機船底曳網漁業協同組合 代表理事組合長 網中清勝

銚子沖合漁業生産組合 理事 田谷忠雄

久保甚漁業 代表取締役 窪谷富雄

筆頭参事 大塚憲一
銚子市漁業協同組合

顧問 川崎梧朗

参事 高梨義宏
千葉県漁業協同組合連合会

銚子冷凍冷蔵工場長 土屋克夫

千葉県信用漁業協同組合連合会 考査役 星野幸夫

株式会社日本政策金融公庫東京支店 課長 新鞍和重 役職指定

銚子市産業観光部水産課 課長 椎名寛 役職指定

千葉県銚子水産事務所 所長 根本均 役職指定

独立行政法人水産総合研究センター 神、具・漁法グループ長 越智洋介

水産工学研究所 主任研究員 高橋秀行

③事務局員名簿

所属 役職 氏名 備考

事業課長 末永望

公益財団法人千葉県水産振興公社 主査 宮部多寿

嘱託 渡辺順一郎
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(2）改革のコンセプト

【生産に関する事項】

•2 そう曳きと 1 そう曳きが行えるハイブリッド型底曳船での操業実証

漁獲圧力を減らしながら、漁獲物の多様性確保と漁場の有効利用を図る。

・19トン型底曳船用の2そう曳き漁網の導入と操業方法の確立

19トン型ハイブリッド船2隻を用いた水深500m以深で、のサメガレイ操業時に、安

全性を確保しながら従来の漁獲（2隻で大型船 1隻分）を期待できる低抵抗な漁網の導

入と当地域での 2そう曳き漁法の確立を図る。

.漁船の小型化による、生産コストの削減並びに収益性向上の実証

70トン型旧来船を 19トン型ハイブリッド船へ転換し、燃油代・人件費・船舶検査費

用を含む修繕費等の経費を削減する。

＠電球の総LED化によるランニングコストの削減

＠機関場への監視システムの導入

省人化と機関長の削減により、手薄となる機関部の監視業務をブリッジにおいて行え

るようにし、故障リスクの軽減を図る。

＠安全性確保のための魚槍冷蔵装置変更

現在のフロンガス直膨式から安全性の高いブライン間接冷却方式に変更することで、

魚蛤内でのガス漏れ事故の防止を図る。

＠新衛生殺菌水を使用した、船上殺菌洗浄システムの導入実証

新衛生殺菌水生成装置を船上設置し、新衛生殺菌水を使用したデ、ツキ洗浄等を行い、

安全性の高い漁獲物の提供を図る。

＠漁獲物の鮮度管理

魚蛤冷却のためのブライン間接冷却方式の冷凍装置を利用して、滅菌冷海水を製造し使

用することで、漁獲物の鮮度保持を図る。
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［流通・販売に関する事項】

＠新規ルートを開拓し、安心安全なサメガレイを高級食材として提供

千葉県漁連と連携し、安心安全なサメガレイ原料を使用した高級煮魚冷凍ノ号ックを製

品化し、生協に販売を行う。

＠サメガレイの認知度向上と消費拡大

当地域では、サメガレイは安い加工食材としかとらえられておらず、生ではほとんど

食されていないが、刺身やすしネ夕食材として潜在能力があるので、積極的に PRを行

フ。
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(3）改革の取組計画

大項目 中項目 現状と課題・取組記号 取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

生産に 新たな潟、具漁法 －改革済既存19トン型船は、水深500m －水深500m以深での操業を行う時は、 2そう －改革済既存19トン型船では操業できない漁場の 付属資料

関する に関する事項 以深での操業は無理があり、漁場利用 曳き網漁業が行えるように、 2そう曳きと 有効利用が図られる。 Pl～12 

事項 に制限がある。 1そう曳きが行えるハイブリッド型の底曳網 －同一漁場に漁獲が集中しないため、漁獲圧力の

－改革済既存19トン船がメインに狙う 漁船（19トン型ハイブリッド船）を建造し、 低減が図られる。

魚種はヤリイカであるが、ヤリイカの 漁期10ヶ月の内2～3ヶ月聞を、 2そう曳き網 ・水深500m以深を操業することにより、銚子地域

A 好不t魚、や資源量の変動で、潟、家経営が 漁業で、 500m以深を操業する。 の底曳網漁業の特色でもある、漁獲魚種の多様

大きく左右される。 (19トン型ハイブリッド船は、改革済既存 性も保たれる。

19トン型船に比べトロールウインチの外径が ・ヤリイカ以外に狙う主要魚種が増えるため、

大きくなるため、トップヘビーとならないよ ヤリイカ資源の変動にも対処できる。

うに、トロールウインチの重心を下げる。）

(X) ・当地域では、 2そう曳き網漁業の経験 ・水深500m以深の主要魚種であるサメガレイ • 70トン型旧来船より小型の網となるため、 付属資料

がなく、 2そう曳き用漁具の導入も、 を安全に漁獲するため、 19トン型ハイブリッ 漁獲圧力の低減が図れる。 P13～22 

操業方法もーからとなる。 ド船用の2そう曳き漁具の導入を行う。 －低抵抗の網となるため省エネ効果も見込まれ

る。

・ハイブリッド型であるため、 1そう曳きの －改良型1そう曳き網は、耐久性向上により、
ー、

際は、同型の実証船で使用されている省エネ 網作業での作業負担の軽減が見込まれる。

B 
型漁網を、試験結果を踏まえ改良して導入す －改良型lそう曳き網の摩耗率軽減により、

る。 治、具消耗品費の削減が見込まれる。

削減額は、 471千円

• 2そう曳き操業は初めてとなるため、乗組員 ・当地域での2そう曳き網漁業の操業方法の確立

の実習や作業マニュアルの作成を行う。 が見込まれる。



大項目 中項目 現状と課題・取組記号 取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

生産に 生産コストの • 70トン型旧来船は、老朽化（漁船A • 70トン型旧来船を、小型化し収益性の高い ・乗員2名の削減、機関長の削減、漁業外国人 付属資料

関する 削減に関する 船齢27年、漁船B船齢33年）により、 漁業へ構造改革を図る。 実習生の起用で人件費の削減が見込まれる。 P23～27 

事項 事項 修繕費・燃料費が増加しており、安全 人件費削減額は、 39,359千円

操業への不安も含め、早急に省コスト －船舶検査費用を含む修繕費の削減が見込まれる。

型で収益性の高い代船建造が必要であ 修繕費の削減金額は、 45,488千円
c 

る。 －漁船保険料の削減が見込まれる。

保険料の削減金額は、 2,965千円

・燃油代の削減が見込まれる。

燃油代の削減金額は、 1,532千円

• 70トン型旧来船内の電灯は、白熱灯と • 19トン型ハイブリッド船内の電灯を －消費電力が削減されるため、電力量の余裕が 付属資料

蛍光灯で省エネ器具への転換が必要。 総LED化する。 生まれ、機器類の安定した稼働が図られる。 P28～30 

－初期投資金額は掛かるが、ランニングコスト

qコ の削減が見込まれる。
D 

（初期投資差額は、ランニングコストの削減に

より2.57年で回収）

• 468千円の燃油代削減が見込まれる。

安全性の向上 • 19トン型ハイブリッド船になると、法 ・監視カメラ導入により、手薄となる機関場の ・重大な故障や事故に対するリスクの軽減が図ら 付属資料

に関する事項 定職員としての機関長の乗船が不要に 監視業務をブリッジで行えるようにする。 れる。 P31 

E 
なるため、機関場の監視が手薄となる。

• 70トン型旧来船は、魚舶の冷却方式が、 ・ブライン間接冷却システムへの変更。 ・魚胎内でのガス漏れ事故の危険が取り除かれる。 付属資料

フロンガス直膨式のため、魚胎内での ・滅菌冷海水を製造する水槽にもブライン配管を P32～33 

F ガス漏れ事故の危険がある。 通すことにより、ひとつの冷凍装置で済むため、

メンテナンスの負担が軽減される。



大項目 中項目 現状と課題・取組記号 取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

生産に 漁獲物の品質 －滅菌海水を使用する漁船は増えてきて －新衛生殺菌水生成装置を船上設置し、新たな －安心安全な漁獲物として、付加価値向上が見込 付属資料

関する 保持に関する いるが、腸炎ピブリオ菌や大腸菌を 船上殺菌洗浄システムを導入し、新衛生殺菌 まれる。 P34～38 

事項 事項 直接殺菌する能力はなく、さらなる 水でデッキ洗浄等を行い、安全性の高い漁獲 ・他地域との差別化が図られる。

安全性を求めるには、もうー工夫が 物の提供を図る。

必要となる。
G 

－寅受人からは、消費者からの要望によ －漁獲環境が衛生的で安全であるとの • 3年後に1.5%の魚価向上が見込まれる。

り、より鮮度がよく、より安全な漁獲 アピールを行い、後述の鮮度保持と合わせて 見込まれる増加額は、改革1年目が1,457千円、

物が求められている。 魚価単価の向上を図る。 改革2年目が2,913千円、 3年目以降が4,370千円。

・魚価向上により、漁家経営の安定が図られる。

• 70トン型旧来船の漁獲物の鮮度保持は、 ・船上で、魚胎冷却のためのブライン間接冷却 ・ただの汲み上げ海水を滅菌冷海水とすることで、 付属資料

島園臨
汲み上げ海水と氷が入った樽に漁獲物 方式の冷凍装置を利用して滅菌冷海水を製造 さらなる鮮度保持効果が見込まれる。 P39～40 

む を入れ、樽の入った魚胎内を冷やす事 し、樽に入れる海水を滅菌冷海水とする。
E王

により行われているが、さらなる鮮度

保持の機能が求められている。

流通販売 新たな流通 ・当地域では、サメガレイは、安い加工 ・千葉県漁連と連携し、安心安全なサメガレイ ・現在、販売を実施している生協以外の生協への 付属資料

に関する 経路の開発に 原料ととらえられており、付加価値 原料を使用した高級煮魚冷凍ノ号ックを製品化 販路拡大が見込まれる。 P41～42 

事項 関する事項 向上が求められている。 し、生協に販売を行う。

I ・他地域では生食されているサメガレイを、 ・当地域のサメガレイの認知度アップと付加価値

当地域でも生食用として、試食等のPRを 向上が見込まれる。

イ’丁ーフ，。



(4）改革の取組内容と支援措置の活用との関係

①漁業構造改革総合対策事業の活用

取組記号 事業名 改革の取組内容との関係 事業実施者 事業年度

A～I もうかるt魚、業創設 70トン型旧来船を省コストで収 銚子市漁業協同組合 平成 28年度～

支援事業 益性の高い 19トン型ハイブリ ッ 平成 30年度

ド船へ転換し、収益性向上の実証

試験を実施する。

A～I 漁船漁業再生事業 漁船の小型化により、経営の体質 銚子市滞、業協同組合 平成 27年度～

改善を図る。

②その他関連する支援措置

取組記号 事業名 改革の取組内容との関係 事業実施者 事業年度

A～I 日本政策金融公庫 改革型漁、船の建造 未定 平成 27年度～

漁船資金

(5）取組のスケジュール

①工程表

年度 28 29 30 31 32 備考

A～B 新たな漁具・漁法

C～D 生産コストの削減

E～F 安全性の向上

G～H 漁獲物の品質保持

I 新たな流通経路の開発

②改革の取組による波及効果

2そう曳きと 1そう曳きが行える 19トン型ハイブリッド船を建造することで、小型の

沖合底曳船であっても、多角的な漁場利用が行え、漁獲魚種も多様になることから、 当地

域の底曳網漁業の特色である多彩な魚種の提供が持続的に行え、地元の仲買や小売業者も

持続的な発展が期待できる。

また、衛生的で安全性の高い漁獲物を提供することで、より安心安全な 「銚子の底魚」

というブランド価値の向上が見込まれる。
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4.漁家経営の展望

当地域の沖合底曳網漁業を取り巻く環境は、大型船の老朽化による経費の増大、燃油価格

の高騰、いまだに続く原発事故の漁獲制限と風評被害と、非常に厳しい状況にあり、このま

ま座視していれば、自然に廃業に追い込まれていく事態となっている。

このような状況を打破するために、老朽化した 70トン型旧来船を、省コスト型で収益性

の高い 19トン型船に転換することが必要で、これにより大幅な経費削減がなされ漁家経営

の安定化が図られる。

また、 2そう曳きと 1そう曳きを行える 19トン型ハイブリッド船を建造することで、多

角的な漁場利用が行え、漁獲魚種も多様になることから、一魚種の好不漁で漁家経営を左右

されない安定した経営に繋げることができる。

さらに、新たな船上殺菌洗浄システムを導入することで、より安心安全な「銚子の底魚」

というブランド価値の向上が図られれば、魚価の押し上げに繋がるものと思われる。

これら施策を行うことにより、漁家経営の安定が図られ、沖合底曳船の漁獲物を取り扱う

仲買、小売業者と共に、当地域の沖合底曳網漁業も持続的発展がなされるものと確信してい

る。
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〈沖合底曳網漁業〉

(1）収益性改善の目標

（単位：千円、 トン）

改革済既存
項目 現状 19トン型船 改革1年目 改革2年目 改革3年目 改革4年目 改革5年目

平均値※l

水揚量 807.8 332.0 612.8 616.4 619.9 623. 5 623.5 

(664. 0) 
収入

水揚高 332,295 151, 034 292, 761 296,688 300,639 303, 122 303, 122 

(302, 068) 

人件費 i06, 734 48,185 65, 710 66, 715 67, 725 68,360 69,360 

(96, 370) 

燃油代 58,065 19,832 56,532 56,532 56,532 56,532 56,532 

(39, 664) 

修繕費 60,857 7,685 15,370 15,370 15,370 15,370 15,370 

(15, 370) 

漁具費 4, 700 1,329 2,658 2,658 2,658 2,658 2, 658 

(2, 658) 

保険料 9,437 3, 771 6,472 5, 571 4,812 3,980 4, 103 

支出
(7, 542) 

販売経費 19,539 8, 762 17,415 17,573 17, 731 17,830 17,830 

(17, 524) 

その他 12,878 6,336 12,936 12,936 12,936 12,936 12,936 

(12, 672) 

金利 3,469 3,520 2,937 2, 158 1, 548 

一般管理費 20,856 10, 176 20,352 20,352 20,352 20,352 20,352 

(20, 352) 

支出計 293,066 106, 076 200,914 201,227 201,053 200, 176 200,689 

(212, 152) 

償却前利益 39,229 44,958 91,847 95,461 99,586 102,946 102,433 

(89, 916) 

※I 参考値として改革済19トン型船の過去3ヶ年（平成23～25年度）実績の平均を示す

（ ）内の数値は、 2隻分の数値

(2）次世代船建造の見通し

× 
次世代船建造までの年数

20年円

均
一
万

平
一
百

益
一
郎

j
－
 

l

・

4

不
－

前
一

却
一

償
一 ＞ 

船価

230百万円×2隻＝460百万円
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算出基礎

く現状〉

・70トン型旧来船（漁船A、漁船B）の過去3ヶ年（平成23～25年度）実績の平均

また、数値は2そう曳きとなるため、漁船Aと漁船Bの合算値

く改革計画〉

・水揚量

－水揚高

－人件費

－燃油代

－修繕費

－漁具費

－同型の改革済既存19トン型船の過去3ヶ年（平成23～25年度）実績の平均から、

9月、 10月分の水揚げを、サメガレイ漁（サメガレイ、赤地（キチジ））による

水揚げに置き換えた数値で試算。

また、 9月、 10月の水揚げは2そう曳きとなるため、習熟度を考慮、して、改革1年目

は予想、水揚数量の70%、改革2年目は80%、改革3年目は90%、改革4年目以降は

100%とした。

（付属資料取組記号A参照）

・同型の改革済既存19トン型船の過去3ヶ年（平成23～25年度）実績の平均から、

9月、 10月分の水揚げを、サメガレイ漁（サメガレイ、赤地（キチジ））による

水揚げに置き換えた数値で試算。

また、 9月、 10月の水揚げは2そう曳きとなるため、習熟度を考慮して、改革1年目

は予想、水揚金額の70%、改革2年目は80%、改革3年目は90%、改革4年目以降は

100%とした。

（付属資料取組記号A参照）

－漁獲物の品質保持に関する取組みによる魚価単価向上分を加算。

（付属資料取組記号G参照）

・予想水揚金額、予想、燃油代（大仲経費）、予定人員配置（代数）を基準に、

改革済既存19トン型船の構成員を参考に試算。

• 19トン型ハイブリッド船の予想燃油量285Kl、予測燃油単価100,000円／Klで

試算。比較対象となる70トン型旧来船の平均燃油単価は、 88,770円／Kl（実績値）

．総LED化による燃油削減額468千円を減額。

（付属資料取組記号D参照）

・同型の改革済既存19トン型船の過去3ヶ年（平成23～25年度）実績の平均から

試算。実績値をとった同型の19トン型漁船は、 3年の実証期間が終わり、初期の

不具合による修理等がなくなり安定した数値であるため試算値として使用。

• 2そう曳き漁法が加わっても費用としてみる漁具費は、全体の漁期間10ヶ月が

変わらないため、 1そう曳きだけの同型船と変わらないので、向型の改革済既存

19トン型船の過去3ヶ年（平成23～25年度）実績平均を基に試算。

14 



・保険料

－販売経費

－その他

• 19トン型ハイブリッド船の漁船保険料見積りによる。

－同型の改革済既存19トン型船の過去3ヶ年（平成23～25年度）実績の平均値

を基に、水揚金額による水揚手数料4%分の数値を修正して試算。

・同型の改革済既存19トン型船の過去3ヶ年（平成23～25年度）実績の平均値を

基に、新衛生殺菌水製造のランニングコスト735千円を加算して試算。

・漁労消耗品費（漁具補修費）が、 1そう曳き漁網の摩耗率低減により、 471千円

削減となるため減額。

（付属資料取組記号B参照）

・金利 ・借入金320,000千円（160,000千円×2隻）、利率1.10%で試算。

・一般管理費 ・同型の改革済既存19トン型船の過去3ヶ年（平成23～25年度）実績平均を基に

試算。
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（参考）改革計画の作成に係る地域フ。ロジェクト活動状況（平成 23年度以降）

実施時期 協議会・部会等 活動内容等 備考

H23.6.16 中小漁業経営支援協 ・銚子沖合漁業生産組合改革型漁船（2隻目）

議会 建造及び漁船漁業再生事業に係る経営改善計

画の審議

H23.8.9 銚子地域沖合底びき ・銚子地域沖合底びき網漁業改革計画（1隻目）

網漁業部会 実証事業の結果報告

H23.10.26 現地報告会 ・銚子地域沖合底びき網漁業改革計画（1隻目）

・27 の実証事業実施状況報告等

H24.2.16 地域協議会 －銚子地域沖合底びき網漁業改革計画（1隻目）

の実証事業実施状況報告等

H25.2.21 地域協議会 ・銚子地域沖合底びき網漁業の改革計画（2隻目）

の実施状況報告

H26.1.24 銚子地域沖合底びき ・銚子地域沖合底びき網漁業の改革計画（2隻目）

網漁業部会 の実施状況報告等

H26.2.10 地域協議会 －銚子地域沖合底びき網漁業の改革計画（2隻目）

の実施状況報告等

H26.3.17 中小漁業経営支援協 －銚子沖合漁業生産組合経営改善計画（2隻目）

ぎロ主コ主ミ』 の実施状況報告等

H26.9.29 銚子地域沖合底びき －銚子沖合漁業生産組合経営改善計画（2隻目）

網漁業部会 の実施状況報告

－銚子地域沖合底びき網漁業の新たな改革計画

(3・4隻目）原案の審議

H26.11.18 現地調査 －銚子地域沖合底びき網漁業の新たな改革計画

(3・4隻目）案への助言指導等

H26.12.18 地域協議会 ・銚子地域沖合底びき網漁業の新たな改革計画

(3・4隻目）を作成
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資料4一②

付属資料
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〈取組記号 A) 

新たな漁法（19トン型ハイブリッド船）

・現状

－改革済既存19トン型船は、水深500m以深での操業は無理があり、漁場利用※に制限がある。

※ 改革済既存19トン型船と70トン型旧来船の操業海域に関する参考例は、資料1参照

今回の改革計画では、水深500m以深で2そう曳きを行う予定であるが、通常2そう曳きでは、浅場の中層

曳きがもっとも効率がよいと言われているが、浅場漁場で2そう曳きを行うと漁獲圧力が過重となるため、

沿岸小型の漁業者と協議を行い、 500m以深の漁場でのみ2そう曳きを行うことで了承を得ている。

－改革済既存19トン型船がメインに狙う魚種はヤリイカであるが、ヤリイカの好不漁や資源、量の変動で、

持、家経営が大きく左右される。下表のとおり、 H23年度、 H24年度はヤリイカが豊漁であったが、 H25年度は

一転不漁となったため、水揚げを大きく下げている。

尚、ヤリイカ資源については、 H25年度より千葉県と共同で、資源量調査を行っている。

改革済既存19トン型船 ヤリイカ水揚実績

（単位：トン、千円）

～～～～～『』 H23 ・ H24 H25 平均

出棟、回数 134 148 96 126 

数量 228. 3 272. 1 42.6 181. 0 

金額 133,548 136,628 32,412 100,863 

平均単価 585 502 761 557 

総水揚数量 386. 7 358.0 251. 2 332.0 

総水揚金額 175, 118 160, 758 117, 227 151,034 

総水揚数量比率 59協 76% 17% 55免

総水揚金額比率 76話 85% 28免 67免

改革済既存19トン型船 H24魚種別水揚数量 改革済既存19トン型船 H24魚種別水揚金額

・ヤリイカ ・マイカ eヒラメ類 その他 ・ヤリ イカ ・マイカ 広ヒラメ類 ・その他



改革済既存19トン型船 H25魚種別水揚数量 改革済既存19トン型船 H25魚種別水揚金額

ーヤリイカ ・マイカ ，ヒラメ類 その他 Eヤリイカ ・マイカ ・ヒラメ類 その他

70トン慰問恥船 HI7～H21O河中3lJι幼魚稲別水妨害ihl 70トン型ill来品目 lll7～1121の刊＇3-f.均魚種別水揚金額

・イカ類 ・アジ ・イカ類 ・アジ

ーサメガレイ 赤地 （キチジ） ーサメガレイ 赤地（キチジ）

・ヒラメ類 aその他 ・ヒラメ類 回その他

取組内容

①漁獲物の多様性と漁場の有効利用を図るため、水深500m以深で、の操業を行う時は、 2そう曳き網漁業が行え

るように、 2そう曳きと1そう曳きが行えるハイブリッド型の底曳網漁船を建造する。

発注する造船所は、 19トン型2そう曳き船の建造経験があり、安全性については確証を得ている。

また、計画実施にあたっては、随時水産工学研究所の助言を得ながら進めていく。

（一般配置図、設備配置図は、資料2参照）

②既存の19トン型漁船と比較して、 トローノレウインチの外径が大きくなるため、 トップヘビーとならないよう

に、トロールウインチ据付部分の甲板のキャンパーを、 5cm下げて重心を低下させる。

（トローノレウイ ンチの据付方法の概略図は、資料3参照）

2 



③漁期10ヶ月の内2～3ヶ月間、 2そう曳き網漁業で500in以深を操業し、サメガレイ、赤地（キチジ）、

ブドウエピ、オキハモなどの多様な魚種を漁獲対象とする。

2そう曳き操業を含めた漁獲数量、漁獲金額の試算は以下の通りとなる。

尚、 2そう曳き操業は初めてであるため、習熟度に合わせて、水揚数量、水揚金額ともに改革初年度は予想数値

の70%、2年目は80%、3年目は90%、4年目以降は100%とする。

(2そう曳き操業時水揚試算）

• 2そう曳き漁期は、資源保護の観点から、 500m以深での主要目的魚種であるサメガレイの産卵期（冬期）

を避けて行う。

9月、 10月の2ヶ月を2そう曳き操業すると仮定し、 70トン型漁船の水揚げ実績を用いて試算を行うと、

（試算条件）

・操業期間は、 9月、 10月の2ヶ月

－操業回数は、改革済既存19トン型船の出漁回数より、 9月が11.3回、 10月が13固とする。

・70トン型旧来船1隻の水揚げを、 2そう曳き2隻の水揚げとする。

・水揚数量・金額は、 H17～H21年度※の70トン型旧来船3隻の5中3平均を用いる。

※ H23～H25年度は、主要目的魚種がヤリイカであったため、基準数値として適正でないため。

－サメガレイ漁場では、赤地（キチジ）なども混獲されるため赤地の水揚（Hl8、Hl9、H21の平均）も

付加する。

－尚、設定数値については、下表（表l、表2、表3、表4）参照

（試算）

・19トン型ハイブリッド漁船の2そう曳き時2隻の9月の水揚数量

出漁回数11.3回×サメガレイ出漁l回平均数量l,314kg=l4, 848kg 

出漁回数11.3回×赤地（キチジ）出漁1回平均数量156kg=1, 762kg 

合計数量 16,610kg 

• 19トン型ハイブリッド漁船の2そう曳き時2隻の9月の水揚金額

出漁回数11.3回×サメガレイ出漁1回平均金額558,538円＝6,311, 479円

出漁回数11.3回×赤地（キチジ）出漁1回平均金額448,286円＝5,065, 632円

合計金額 11, 377, 111円

• 19トン型ハイブリッド漁船の2そう曳き時2隻の10月の水揚数量

出漁回数日回×サメガレイ出漁1回平均数量l,314kg=l7, 082kg 

出漁回数13回×赤地（キチジ）出漁l回平均数量156kg72,028kg 

合計数量 19, llOkg 

• 19トン型ハイブリッド漁船の2そう曳き時2隻の10月の水揚金額

出漁回数13回×サメガレイ出漁1回平均金額558,538円＝7,260, 994円

出漁回数13回×赤地（キチジ）出漁1回平均金額448,286円＝5,822, 710円

合計金額 13,083, 704円

a 



. 19トン型ハイブリッド船2隻の年間水揚数量

9月水揚数量16,610kg+ 10月水揚数量19,llOkg＋改革済既存19トン型船2隻分の11月～6月

水揚数量587,826kg=623, 546kg 

• 19トン型ハイブリッド船2隻の年間水揚金額

9月水揚金額11,377, 111円＋10月水揚金額13,083,704円＋改革済既存19トン型船2隻分の

11月～6月水揚金額274,181,604円＝298,642, 419円

• 19トン型ハイブリッド船2隻の予想水揚数量・金額

9月 10月

（単位：トン、千円）

他月 ｜ 年間
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.習熟度により修正を加えた19トン型ハイブリッド船の予想水揚数量・金額

（単位：トン、千円）

他月 ｜ 年間～～～～～』 9月 10月

改革1年目 ~70~）
水揚数量 I 1i. 6 I 13. 4 I 587. s I 612. s 

水揚金額 I 7,964 I 9,159 I 274, 1s1 I 291,ao4 

改革2年目（80%)

水揚数量 I 13.3 I 15.3 I ss1.s I 616.4 

水揚金額 I 9, 102 I 10, 467 I 214, 1s1 I 293, 1so 

改革3年目（90.~）
水揚数量 I 14.9 I i1.2 I ss1.s I 619.9 

水揚金額 I 10, 239 I 11, 776 I 274, is1 I 296, 196 

改革4年目（100~）
水揚数量 I 16. s I 19. i I ss1. s I s2a. s 

水揚金額 I 11, a11 I 13, 084 I 214, 181 I 2弼，642

改革5年目（100%)
－－－示通蚕.－－－・-・ ・-・ --・ -r・. ・-.. ・・-・・i"6: 6"f＂.・・・・・・・園田・百三 1一一－，．．．．．品工8_T＿＿＿＿＿＿＿＿＿言語：5・

水揚金額 11, 377 13,084 274, 181 298,642 
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表1 改革済既存19トン型船 9月水揚実績

（単位： kg、円）

～～～～『』 H23/9 H24/9 H25/9 平均

出漁回数 10 13 11 11. 3 

水揚数量 21,402 12, 703 16, 709 16,938 

水揚金額 8,654, 719 5,577,921 7, 108, 783 7, 113, 808 

表2 改革済既存19トン型船 10月水揚実績

（単位： kg、円）

～～～～h』 H23/10 H24/10 H25/10 平均

出漁回数 16 13 10 13.0 

水揚数量 36, 141 11, 132 16, 194 21, 156 

水揚金額 8,337,073 5, 199,532 6,951,968 6,829,524 

表3 70トン型旧来船（漁船A、漁船B、漁船C) サメガレイ水揚実績

（単位：旬、円）

～～～～『』 H17 H18 H19 H20 H21 5中3平均

出漁回数 11 40 40 14 10 30 

水揚数量 812 51, 733 60,306 23,425 6,183 39,407 

水揚金額 369, 116 20,614,816 25,868,018 15,608,985 3, 785, 611 16, 756, 148 

平均単価 455 398 429 666 612 425 

出漁1回平均数量 74 1,293 1,508 1;673 618 1,314 

出漁l回平均金額 33,556 515,370 646, 700 1, 114, 928 378,561 558,538 

H23 H24 H25※ 平均 1隻平均

日 55I 4, 681 I 36, 983 I 14, 506 I 4, 835 

833，問。｜ υ15,990 I 11，蜘，298I 4，側， 323I 1, 6民 108

※ 漁船A・Cが、 1ヶ月間主要目的魚種としてサメガレイの漁獲をしたため、数値が大きくなっている。

表4 70トン型旧来船（漁船A、漁船B、漁船C) 赤地（キチジ）水揚実績

（単位： kg、円）

～～～～』』 Hl8 Hl9 H21 平均

出漁回数 51 40 17 36 

水揚数量 7, 727 7,622 1, 457 5,602 

水揚金額 21,868, 146 22, 781, 182 3, 765,585 16, 138,304 

平均単価 2,830 2,989 2,584 2,881 

出漁l回平均数量 152 191 86 156 

出漁1回平均金額 428, 787 569,530 221,505 448,286 

5 



＠見込まれる効果

・改革済既存19トン型船では操業できない漁場の有効利用が図られる。

また、同一漁場に漁獲が集中しないため、漁獲圧力の低減が図れる。

・水深500m以深を操業することにより、銚子地域の底曳網漁業の特色でもある、漁獲魚種の多様性も保た

れる。

(500m以深での主要目的魚種はサメガレイであるが、高級魚である赤地（キチジ）やブドウエピなどが

混獲される。）

・ヤリイカの好不漁によって、漁家経営が大きく左右されている現状で、ヤリイカ以外に狙う主要魚種が

増えるため、ヤリイカ資源の変動にも対処できる。

6 



（資料

銚子地域沖合底びき網漁船の主要漁場イメージ図
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月別操業形態

• 19 トン型ハイブリッド船操業形態

’ 
I ’ I ’ ’ : ’ 

9月
I ’ ’ 

10月 11月 12月 1月 2月 3月
: ’ ’ 

4月 ’ ’ I 5月
’ ’ ’ ’ 

6月

水深500m以深2そう曳き操業

魚曳き（1泊2日） （サメガレイ、赤地（キチジ）他）

水深500m未満1そう曳き操業

魚曳き（1泊2日） （ヒラメ、ホウボウ他）

水深500m未満イカ曳き（日帰り）

（ヤリイカ、マイカ他）

・改革済既存19トン型船操業形態

9月 ! 10月
’ ． ’ 1 1月 ． ’ : 12月 ’ ． ’ ’ 1月

: ’ 
2月 ’ I ’ I 3月

: ’ 
4月

: ’ 
5月

’ ’ ’ ’ 
6月

’ 

水深500m未満魚曳き操業 (1泊2日）

a> （アジ、ヒラメ、ホウボウイ也）

水深500m未満イカ曳き（日帰り）

（ヤリイカ、マイカ他）

•10 トン型旧来船操業形態

9月 ’ ’ I ’ 10月 ’ I ’ I 11月 ’ I ’ ’ 12月 i 1月 ’ : ’ 2月 ’ ’ I ’ 3月 ’ ． ’ ’ 4月 ． ’ ’ I 5月 ’ I ’ I 6月

水深制限なし魚曳き（1泊2日）

（アジ、ヒラメ、ホウボウ、サメガレイ、赤地（キチジ）他）

水深500m未満イカ曳き（日帰り）

（ヤリイカ、マイカ他）
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｛操業形態の違いによる設備配置図｝
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トロールウインチの据付方式による重心低下
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〈取組記号 B) 

新たな漁法（2そう曳き漁具・漁法）

・現状

当地域では、 2そう曳き網漁業の経験がなく、 2そう曳き用漁具の導入も、操業方法もーからとなる。

・取組内容

－水深500m以深の主要魚種であるサメガレイを、安全に操業するための2そう曳き用漁具の導入を行う。

漁具・漁法の導入にあたっては、水産工学研究所の助言を得ながら進めていく。

(19トン型ハイブリッド船の2そう曳き漁網については、資料4参照）

・ハイブリッド型漁船であるため、 1そう曳きの際は、同型の実証船で使用されている省エネ型漁網を、

試験結果をふまえ改良して導入する。

(19トン型ハイブリッド船のIそう曳き改良漁網については、資料5参照）

• 2そう曳き操業は初めてとなるため、乗組員の実習や作業マニュアノレの作成を行う。

2そう曳き操業の実習は、 H27年度に岩手県の2そう曳き漁船で行う予定である。

また、実証試験の前には、 19トン型ハイブリッド漁船で試験操業を実施予定である。

実習を踏まえた上で、人員配置や作業手順の作業マニュアルを作成する。

(2そう曳き操業システムについては、資料6参照）

．見込まれる効果

• 70トン型旧来船より小型の網となるため、漁獲圧力の低減が図れる。

また、 2そう曳きの際は、 19トン型ハイブリッド船2隻で70トン型漁船1隻分となるため漁獲圧力の低減が図れる。

・低抵抗となるため、省エネ効果が見込まれる。

（漁具抵抗の比較は、資料4内表l、資料5内表2で表示）

通常漁網と比較した場合の、 2そう曳き漁網の省エネ効果は、 190千円となる。 （算出式は、資料4参照）

通常漁網と比較した場合の、 lそう曳き漁網の省エネ効果は、 800千円となる。 （算出式は、資料5参照）

－改良型1そう曳き漁網は、耐久性向上により、網作業での作業負担の軽減が見込まれる。

・改良型1そう曳き漁網は、漁具抵抗が6%軽減されるため、単純に漁具の摩耗率も6%軽減されると試算

すると、 471千円の漁具消耗品費削減が見込まれる。

漁具消耗品費（漁具補修費） 4,902,071円（H23～H25年度平均）×6%×1そう曳き期間8ヶ月／10ヶ月＝

削減金額 235,299円（1隻分）

削減金額 235,299円（1隻分）×2隻＝470,598円

－当地域での2そう曳き網漁業の操業方法の確立が見込まれる。

I 3 



（資料 4) 

19トン型2そう曳き網

2そう曳き操業では、オッターボ」ドを用いないため漁具の一部にコンピネーションロープ（以下

CBRと記す。 CBRはワイヤーを綱の中心にのみいれたロープであり、ストランドにワイヤ｝をいれ

たコンパウンドロープと比較して2そう曳く操業時の水深制御に必要な水中重量を確保できる。）を

用いる必要がある（図 1）。

水深600～800mにおいてサメガレイの漁獲に必要な 2.5～3.0ktの曳網速度を確保しながら、かっ

小型漁船に搭載可能なワープおよびCBRの組み合わせは、ワープ（ワイヤロープタフ 6×P・WS(26)

GTN/O 16ゆ）を 1800m,CBR40φ （芯：ワイヤロープ 6×24GT/O16φ、鞘：タフライン 3000d)

を400m程度となる（図 2）。その場合、底曳網に求められる具備条件は、曳網速度が 2.5～3.0ktの

ときの流体抵抗が I.Stである（流体抵抗が大きいと漁具は沈み難くなる）。

これらの条件を満足し、かっサメガレイを効率的に漁獲するために泥質に程よく着底しながら網口

中央部の高さが海底から約 1.5～2.5mとなる着底網を設計した（図 3）。設計した着底網の身網部全

長は 48m，ヘッドロープ長は 37.6mである。

く三つ打ちCBR>
繊維

ワイヤロープ

図1 CB R概念図（断面）
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図2 ワープ（ワイヤロープタフ 6×P・ WS (26) GTN/O 16φ） 1800mとCBR（芯：ワイヤロー

プ 6×24GT/O 16φ） 400mの漁具構成において曳網速度 2.5kt時の底曳網の流体抵抗が

1750kg (-0・）の場合と曳網速度 3.0kt時の底曳網の流体抵抗が 2320kg（・ム・）の場合にお

ける漁具の曳網水深とワープ長（繰り出し長さ）の関係

設計した着底網は、従来の小型漁船が用いる魚用着底網（図4）と開規模であり、流体抵抗は深い

漁場水深に対応するために約四%小さい（表 1）。また，流体抵抗を小さくするために身網部の絹地

材質には高強力ポリエチレン「ダイニ｝マ（Dy)Jを、網地種類には特殊無結節絹地を用いること

により、強度を維持しながら網糸部径を比較的小さくした。さらに、曳網中に効率良く泥を抜くた

めに関口下端周辺に大目（5寸自）を設計に取り入れた。

この底曳網は、小型漁船2隻を用いた水深600～800血におけるサメガレイ操業時に安全性を確保

しながら従来の漁獲を期待できる設計である。

15 



19d型 2僻皇制組凶盆皇
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図4 サメガレイ用 2そう曳き網と魚用着底網の漁具抵抗の比較
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表 1. サメガレイ用2そう曳き網と魚用着底網の漁具抵抗の比較

曳網速度 サメガレイ網 魚用着底網

2.okt I 1.sトン（9o%) 1 2.0トン

初陣 I 2.4トン（9o%) I 2.1トン

＊括弧内の数値は、魚用着底網に対する割合

また、サメガレイ用 2そう曳き網の省エネルギー効果は次の通りと考える。

設定条件を次のように設定する。

・主機関馬力

・操業日数

670kw 

40日／年（2そう曳き）

・曳網時間，速力

・航行時間，速力

・曳網推定馬力

8時間／日速力 3ノット

5時間／日 速力 12ノット

220kw* 

＊総治、具抵抗（＝CBRを含む漁具構成抵抗＋着底網抵抗）を約 1.8tとし、この時の推定馬力を

運転可能出力曲線とプロペラの概略曳カカーブから求めると 220kwとなる。

これらの条件をもとにサメガレイ用 2そう曳き網と魚用着底絹の曳網時間と推定馬力から燃油

消費量を計算する。

3ノット曳網時の燃油消費量は、

220kw×40日×8時間×270mQ/kw・時間＝19kt

12ノット航行時の燃油消費量は、

670kw×85%×40日×5時間×240mQJkw・時間＝27kt

従って年間燃油消費量は、

曳網時 19kt＋航行時27kt=46kt 

燃油代を 100,000円/ktと仮定すると、年間燃油代は

46kt×100,000円/kt=4,600,000円

サメガレイ用 2そう曳き網の漁具抵抗は 90%であるため、その燃油削減量は、

46kt-( 19kt×90% + 27kt×100%) = 1.9kt 

燃油削滅金額は、 190,000円となる。

l.9kt× 100,000円Ikt=l90,000円

従ってサメガレイ用 2そう曳き網の低抵抗な性能は、現在の燃油高騰に対する省エネルギー対策

に有効であると考えられる。
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（資料 5) 

19トン型 1そう曳き網

千葉県～茨城県における 19トン型底曳漁業に用いられている着底網（現用網）に高強力糸「ダイ

ニーマJ(Dy）を適所に配置することによって耐久性を向上させられることから乗組員の負荷を軽

減可能であり、また漁具抵抗の減少も期待できる。

一般的に底曳網漁業に用いる着底網には安価で大破しにくいポリエチレン（PE）製の蛙又結節網

を使用されている。

この度の耐久性を向上させる撒具は、着底網におけるPE蛙又結節縞部の一部分を、より高強力

な素材であるDy （表 1）に変更することで網糸径を細くし、網地の組み方は無結節網でありながら

破網が拡大しない特殊無結節網（図 1）を採用したDyUC網を用いる。これにより、着底網自体の

酎摩耗および耐目ズレ性が向上し、乗組員が水揚後の帰宅前に次換業に備えて網修理を行う頻度及

び時間の削減を期待できる（図2）。

尚、この度の耐久性を向上させた着底網と（図的、一般的な着底網（現用イカ網：図 4）につい

て曳網速度別の総漁具抵抗を数値計算により求めた（表 2）。その結果、耐久性を向上させた着底網

の漁具抵抗は一般的な着底縞のそれに比較して、約94%と試算されたことから、操業時において燃

油消費量の削減が示唆される。

表 1. D y網地と PE網地の強度比較 *D：デニーノレ

DyUC網地（16000) PE無結節網地（4000) PE蛙又結節網地（380D)

重量 重量 重量

直径 直線強力 lOOG 直径 直線強力 lOOG 直径 蛙又強力 lOOG 
本数 本数 本数

(mm) (kgf) lOOm (mm) (kgf) lOOm (mm) (kgf) lOOm 

(kg) (kg) (kg) 

4 1.3 72 18.6 40 2.5 68 46.6 90 3.2 88 185 

8 1.9 144 38.4 90 3.6 140 107.8 150 3.7 137 一

12 2.3 216 一

16 2.7 289 一
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ストランド4本を組み上げて構成されている

図1. u C網の構造（模式図）
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図2. 耐久性向上による労働負荷軽減のイメージ
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銚子沖合漁業生産組合沖底19トン型

イカ網図面（案1脇のダイニーマ使用）
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図 3. 耐久性向上漁具図面
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表 2.樹久性向上絹と一般的着底網の漁具抵抗の比較

曳網速度 耐久性向上網 一般的着底網（現用イカ網）

3.0kt 2.9トン（94%) 3.1トン

3.5kt 3.7トン（93%) 4.0トン

4.0kt 4.6トン（94%) 4.9トン

＊括弧内の数値は、現用イカ網に対する割合

また、燃油消費量及び燃油代を試算すると、その効果は次の通りと考える。

設定条件を次のように設定する。

・主機関馬力 670kw 

－操業日数 160日／年（1般曳き）

・曳網時間，速力

・航行時間，速力

・曳網推定馬力

8時間／日 速力 3ノット

5時間／日 速力 12ノット

405kw* 

士総神、具抵抗（＝オッタ｝ボード抵抗＋漁具構成抵抗＋着底網抵抗）を約 3tとし、この時の推定

馬力を運転可能出力曲線とプロペラの概略曳カカーブから求めると約 405kwとなる。

これらの条件をもとに一般的着底網の曳網時間と推定馬力から燃油消費量を計算する。

3ノット曳網時の燃油消費量は、

405kw×160日×8時間×250m.!i/kw・時間＝130kt

12ノット航行時の燃油消費量は、

670kw×85%×160日×5時間×240m.!i/kw・時間＝109kt

従って年間燃油消費量は、

曳網時 130kt＋航行時 109kt= 239kt 

燃油代を 100,000円!ktと仮定すると、年間燃油代は

239kt×100,000円/k.f,=23,840,000円

耐久性向上網の漁具抵抗は 94%であるため、その燃油削減量は、

239 kt-(130kt×94% + 109kt×100%) = 8kt 

燃油削減代は、 800,000円となる。

8kt× 100,000円Ikt=800,000円

従って耐久性向上網は、燃油削減量8kfJ年、燃油削減代800,000円が期待される。
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（資料 6)
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〈取組記号 C) 

生産コストの削減

・現状

70トン型旧来船は、老朽化（漁船A船齢27年、漁船B船齢33年）により、修繕費・燃料費が増加しており、

安全操業への不安も含め、早急に省コスト型で収益性の高い代船建造が必要である。

・取組内容

70トン型旧来船を小型化し、収益性の高い漁業へ構造改革を図る。

70トン型旧来船

（漁船A 船齢27年、漁船B 船齢33年）

省コスト型で収益性の高い代船建造が必要

70トン型から19トン型へ小型化

収益性の高い漁業へ構造改革

＠見込まれる効果

－人件費の削減

現在、 70トン型旧来船Aは乗組員8名、 70トン型旧来船Bは6名（通常は7名）で操業しているが、

19トン型ハイブリッド船に転換することで、 1隻6名※1の乗組員で操業できるため、 2隻で乗組員2名の削減と

機関長の削減、外国人実習生の起用で、 39,359千円の人件費削減が見込まれる。

※l 既存の19トン型改革漁船では、乗組員6名と乗組員5名で実証を行っているが、実証結果より乗組員の

労働過重とならない乗組員6名を採用する。

• 70トン型旧来船2隻の人件費平均（H23～H25年度平均） 106, 733,653円 一 改革1年目から改革5年目まで

の人件費平均約 67,374,292円 ＝ 人件費削減額 39,359,361円

※2 予想水揚高、予想燃油代（大仲経費）、予定人員配置（代数）を基準に、改革済既存19トン型船の

構成員を参考に試算。
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・年度別人件費（H23～H25年度）

（単位：円）

＼＼＼  70トン型旧来船A 70トン型旧来船B 2隻合計 19トン型漁船

H23年度 69,503,516 

H24年度 62,840,657 

H25年度 44, 798,444 

平均 59,047,539 

～～～～h 』
予想、人件費

改革1年目 65, 710,280 

改革2年目 66, 714, 740 

改革3年目 67, 725,458 

改革4年目 68,360,491 

改革5年目 68,360,491 

平均 67,374,292 

・乗組員内訳

70トン型旧来船A乗組員8名内訳

(H25年度）

役職 年齢

棒、労長 40 

機関長 65 

甲板員 62 

甲板員 51 

甲板員 27 

甲板員 21 

甲板員 20 

甲板員 19 

70トン型旧来船B乗組員6名内訳

(H25年度）

役職 年齢

漁労長 33 

機関長 65 

甲板員 70 

甲板員 21 

甲板員 20 

甲板員 19 

65,044,507 134,548,023 56, 332,935 

45,400,565 108,241,222 51,416,897 

32,613,271 77, 411, 715 36,805,440 

47, 686, 114 106, 733,653 48, 185,091 

19トン型ハイブリッド船A乗組員6名予定内訳

（改革1年目）

役職 年齢

漁労長 42 

甲板員 29 

甲板員 21 

甲板員 20 

甲板員 20 

甲板員 19 

19トン型ハイブリ ッド船B乗組員6名予定内訳

（改革l年目）

役職 年齢

漁労長 35 

甲板員 30 

甲板員 21 

甲板員 20 

甲板員 20 

甲板員 19 
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参考 改革済既存19トン型船乗組員6名内訳（H25年度）

役職 年齢

漁労長 52 

機関員 63 

甲板員 47 

甲板員 33 

甲板員 20 

甲板員 19 

－修繕費の削減

19トン型ハイブリッド船に転換することにより、船舶検査費用を含む修繕費の削減が見込まれる。

70トン型旧来船2隻の修繕費平均（H23～H25年度） 60,857,216円から19トン型ハイブリッド船の修繕費平均

2隻分 15,369,633円を差し引くと、修繕費の削減額は、 45,488千円となる。

60, 857, 216円－15,369, 633円＝45,487, 583円

・保険料の削減

19トン型ハイブリッド船に転換することにより、漁船保険料の削減が見込まれる。

70トン型旧来船2隻の漁船保険料平均（H23～H25年度） 9, 437, 425円から19トン型ハイブリッド型船の

初年度予想漁船保険料2隻分 6,471, 928円（漁船保険料見積りによる）を差し引くと、

保険料の削滅額は、 2,965千円となる。

9,437,425円－6,471, 928円＝2,965, 497円

19トン型ハイブリッド船漁船保険料見積り（千葉県漁船保険組合による）

(2隻合計値）

28年度

3,235,964 

(6, 471, 928) 

29年度

2, 785,558 

(5, 571, 446) 

30年度

2,406,094 

(4, 812, 188) 
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31年度

1,990,146 

(3, 980, 292) 

（単位：円）

32年度

2,051,493 

(4, 102, 986) 



・燃油代の削減

・19トン型ハイブリッド船に転換することにより燃油代の削減が見込まれる。

19トン型ハイブリッド船の予相燃油消費量は285Kl*3で、これに予測燃油単価 100,000円／Kl

（比較対象となる70トン型旧来船の平均燃油単価は、 88,770円／Kl）をかけて試算すると、

19トン型ハイブリッド船の燃油代は 28,500,000円となる。

285Kl×100,000円／Kl=28, 500, 000円

燃油代の削減額は、 70トン型旧来船2隻の燃油代平均 58,064,852円から、 19トン型ハイブリッド船の

燃油代2隻分 57,000,000円を差し引いた額 1,064,852円となる。

58,064,852円一28,500,000円×2隻＝1, 064, 852円

※3 詳細は、資料7参照

－総LED化（取組記号D）による燃油削減額467,520円

・燃抽代削減額の合計は、 1,532千円となる。

l,064,852円十467,520円＝I,532, 372円

・削誠額合計

（単位：千円）

人件費 39,359 

修繕費 45,488 

保険料 2,965 

燃油代 1, 532 

合計 89,344 
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19トン型ハイブリッド船の予想燃油消費量

・操業条件を下記のとおりに設定する。

主機関出力

年間操業日数

1日操業時間

670kw 

200日

13時間（往復航行 5時間、操業時間 8時間）

•19 トン型ハイブリッド船予想燃油消費量試算（1そう曳き 160 目、 2そう曳き40 日）

①lそう曳き操業時予想燃油消費量

曳網速度3ノット時の総漁具抵抗を3トンとし、年間160日操業すると、

曳網時の燃油消費量は、

405kw×1280時間×250ml/kw• h=l30Kl 

航行時（速力12ノット）の燃油消費量は、

670kw×0.85×800時間×240ml/kw・h=l09Kl

合計燃油消費量は、 130Kl+ 109Kl =239Kl 

②2そう曳き操業時予想燃油消費量

（資料 7) 

曳網速度3ノット時の総漁具抵抗を3トンとするとl隻あたり抵抗値は1.8トン（3トン／2そう×1.2) 

となる。年間40日操業すると、

曳網時の燃油消費量は、

220kw×320時間×270ml/kw• h=l9Kl 

航行時（速力12ノット）の燃油消費量は、

670kw×0.85×200時間×240ml/kw• h = 27Kl 

合計燃油消費量は、 19Kl+27Kl =46Kl 

よって、年間の1隻あたりの燃油消費量は、 239Kl+46Kl=285Klとなる。

＠改革済既存19トン型船予想燃油消費量試算（周年1そう曳き200日）

①曳網速度3ノット時の総漁具抵抗を3トンとし、年間200日操業すると、

曳網時の燃油消費量は、

405kw×1600時間×250ml/kw• h = 162Kl 

航行時（速力12ノット）の燃油消費量は、

670kw×0.85×lOOOff寺問×240ml/kw・h=l37Kl

合計燃油消費量は、 162Kl+ 137Kl = 299Kl 

よって、改革済既存19トン型船の燃油消費量は、 299Klとなり、同一条件化の試算では、

19トン型ハイブリッド船の方が、省エネとなる。
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〈取組記号 D) 

生産コストの削減（省エネ化）

・現状

70トン型旧来船内の電灯は、白熱、灯と蛍光灯で省エネ器具への転換が必要。

．取組内容

漁船内の電灯を総LED化する。

．見込まれる効果

－消費電力が削減されるため、電力量の余裕が生まれ、機器類の安定した稼働が図られる。

白熱灯・蛍光灯での消費電力5,990w - LED灯での消費電力I,120w = 4, 870w 

－総LED化することにより、 468千円の燃料代削減が見込まれる。

－初期投資金額は掛かるが、ランニングコストの削減が見込まれる。
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19トン型ハイブリッド船におけるLED照明器具導入による省エネ効果

・白熱灯・蛍光灯でのイニシヤノレ・ランニングコスト

器具名 白熱投光器 白熱通路灯 蛍光天井灯 蛍光寝台灯 防滴蛍光灯 小言十

消費電力（W) 500 60 30 15 20 

個数 10 11 6 6 3 

総消費電力（W) 5,000 660 180 90 60 5,990 

器具代金 28,000 9,000 7,000 6,000 10,000 

ランプ寿命（時間） 2,000 2,000 6,000 6,000 6,000 

初期設備費（円） 280,000 99,000 42,000 36,000 30,000 487,000 

3年間のランプ交換回数 3 3 1 1 1 

ランプ代金（円） 2,000 500 1,000 1,000 1,000 

3年間のランプ代金（円） 60, 000 16, 500 6,000 6,000 3,000 91, 500 

3年間の設備費（円） 340,000 115,500 48,000 42,000 33,000 578,600 

eLED灯でのイニシャル・ランニングコスト

器具名 LED投光器 LED通路灯 LED天井灯 LED寝台灯 防滴LED灯 小計

消費電力（W) 80 10 20 10 10 

個数 10 11 6 6 3 

総消費電力（W) 800 110 120 60 30 I, 120 

器具代金 70,000 15,000 20,000 16,000 28,000 

ランプ寿命（時間） 40,000 40,000 40,000 40,000 40,000 

初期設備費（円） 700,000 165,000 120,000 96,000 84,000 l, 165, 000 

3年間のランプ交換回数 。 。 。 。 。
ランプ代金（円） 。 。 。 。 。
3年間のランプ代金（円） 。 。 。 。 。 。
3年間の設備費（円） 700,000 165,000 120,000 96,000 84,000 1, 165,000 
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＠発電機負荷の違いによる燃費（ランニングコスト）比較

①試算条件

・照明設備の年間使用時間

本船の年間操業日数を200日、 1日の使用時聞を10時間、年間使用時間を2,000時間とする0

．主機関駆動発電機による電力費用

1時間当たりの電力費用は約24円／kw・ hとする。

②燃費比較

・白熱灯・蛍光灯の燃油代は、

5.99kw×2,000h×24円／kw・ h =287, 520円／年

・LED灯の燃油代は、

1. 12kw×2,000h×24円／kw・ h =53, 760円／年

・年間燃油削減額は、 468千円となる。

287,520円／年×53,760円／年＝233,760円／年×2隻＝467,520円／年

③初期設備投資差額回収

．イニシャルコスト差額

1,165,000円－487,000円＝678,000円

．ランプ交換ランニングコスト差額

91,500円÷3年＝30,500円／年

・回収予定期間は、 2.57年となる。

678,000円÷（287,520円／年一53,760円／年＋30,500円／年）ニ2.57年
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〈取組記号 E) 

安全性の向上（機関場の監視）

＠現状

19トン型ハイブリッド船になると、法定職員としての機関長の乗船が不要になるため、機関場の監視が

手薄となる。

＠取組内容

監視カメラ導入により、手薄となる機関場の監視業務をブリッジで行えるようにする。

＠見込まれる効果

重大な故障や事故に対するリスクの軽減が図られる。

ぜ一，

墨

i醐 i皐

カメラ
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〈取組記号 F) 

安全性の向上（魚槽冷却方式）

＠現状

70トン型旧来船魚舶の冷却方式が、フロンガス直膨式のため、大事には至らなかったが魚蛤内での

ガス漏れ事故があり危険な状態にある。

＠取組内容

ブライン間接冷却システムへ変更する。

70トン型旧来船 フロンガス直膨式

改革済既存19トン型船空冷式

19トン型ハイプPッド船 プライン間接冷却システム

＠見込まれる効果

・魚槍内でのガス漏れ事故の危険が取り除かれる。

・ブライン配管を滅菌冷海水を製造する水槽にも通すことにより、ひとつの冷凍装置ですむため、

メンテナンスの負担が軽減される。 （改革済既存19トン型船の冷却方式では、冷凍装置が2機必要）
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I 1ot型既存船｜

魚槍冷却方法

操舵室

冷媒：フロン

／ 魚鎗

冷凍装置

／ 

特徴： 冷凍装置で冷やされたフロンガスが魚鎗の配管を通る単純な構造。

I 19t型既存船｜

ン一

置一
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装一
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凍一
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アフ却ふ
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特徴：冷凍装置で冷やされたフロンガスの冷気を、ファンによって魚槍内に送風する。
フロンガスの配管長を比較的短くできるが、魚鎗内を均一に冷却し難い。

I 19t型計画船 ｜

；令媒：フロン

特徴： 冷凍装置で冷やされたブライン（配管）が魚鎗内を通ることにより冷媒ガス漏れ等の危険を
回避することが出来る。ブライン配管を水槽にも配管することで冷海水も製造できる。
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〈取組記号 G) 

漁獲物の品質保持（新衛生殺菌水）

・現状

・滅菌海水を使用する漁船は増えてきているが、腸炎ピブリオ菌や大腸菌を直接殺菌する能力はなく、

さらなる安全性を求めるには、もうー工夫が必要となる。

・買受人からは、消費者からの要望により、より鮮度が良く、より安全な漁獲物が求められている。

・取組内容

・新衛生殺菌水生成装置を船上に設置し、新衛生殺菌水※でデッキ等洗浄を行い、安全性の高い漁獲物の提供

を図る。

通常、微弱性酸性水（今回使用する殺菌水）を作成するには、真水に次亜塩素酸ナトリウムと塩酸を混ぜて

作成するが、今回の取組では、船上において、滅菌海水に次亜塩素酸ナトリウムと炭酸ガス（炭酸ガスを使用

するのは、船上という環境で安全性を考慮したため）を混ぜて微弱性酸性水（安全性と殺菌カについては、

通常作成と同様の能力）を生成する。

尚、新衛生殺菌水の使用にあたっては、事故が起こらないように取扱責任者を選定して管理に当たらせる。

※ 効能及び仕様、ランニングコスト、使用方法は、資料8参照

・新衛生殺菌水を使用した、安全性ヘの取組みを広く消費者に紹介し、他地域との差別化を図る。

これらの取組みのアピール方法は、

①現在銚子市漁業協同組合が発行しているパンフレット『銚子港水揚げ底曳網のお魚料理図鑑』に、

取組内容を追加記載し、イベント等で消費者に臨布を行う。 （別添パンフレット参照）

②銚子市漁業協同組合のホームページ上で、取組み内容を紹介する。

．見込まれる効果

・衛生管理が徹底した船舶での水揚げが行われることにより、これまで以上に安心安全な漁獲物として、

付加価値向上が見込まれる。

新衛生殺菌水使用と誠菌冷海水使用（取組記号H）による付加価値向上分として、年0.5%ずつ3年後に

1. 5%の水揚金額増加が見込まれる。

（魚価向上については、従来の70トン型旧来船より今回の取組みで、漁獲物の鮮度や安全性の向上があれば、

市場での相場は確実に上がると、買受人よりアドバイスを頂いている。）

この水揚増加分により、機器の導入コスト及びランニング、コストは十分に賄える。

ー～～～～～－ 改革1年目 改革2年目

予想水揚金額 291,304 

上昇率 o. 5略

増加額 1,457 

増加水揚金額 292,761 

・魚価向上により、漁家経営の安定が図られる。

．他地域との差別化が図られる。

293,750 

1. 01事

2,938 

296, 688 
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改革3年目

296,196 

1. 5部

4,443 

300,639 

（単位：千円）

改革4年目 改革5年目

298,642 298,642 

1. 5覧 1. 5略

4,480 4,480 

303,122 303,122 



（資料 8)
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Salat ST-1800 

450(W)x4SO(L)x600(H）※本体寸法

約20kg※本体のみ

18001/ h (30L/min) 

55W 

AC100-200V(50/60Hz) 
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0.1～0.3M旬、 5L/min以上

30"'200ppm 

5～35℃・ 80%RH以下（但し凍結、結露無きこと）

食品添加物 12%次亜塩素酸ナトリウム

食品添加物炭酸刀ス

海水（汚染物質の含有なきこと）

薬液注入監視、 pH異常監視、刀スロック妨止等



ランニングコスト試算

（試算条件）

・消費電力 新衛生殺菌水生成装置 0.4kw 

循環ポンプ 0.4kw 

－新衛生殺菌水 l,800Lの生成時間は約 1時間、 1日2回生成する。

．時間あたりの lkwの消費金額を 24円/kw・hとする0

・次亜塩素酸ナトリウム単価を 3,000円、炭酸ガス単価を 6,000円とする0

・次亜塩素酸ナトリウムと炭酸ガスは、 5日で消費。

（試算）

• 1日あたりの電力ランニングコストは、 38.4円となる。

(0.4kw+0.4kw）×2時間×24円/kw・ h=38.4円／日

・生成に必要な次亜塩素酸ナトリウムと炭酸ガスの 1日あたりの使用料は、 1,800円となる。

次亜塩素酸ナトリウム（3,000円／本÷5日）＋（炭酸ガス 6,000円／本÷5日） =1,800円

• 1日あたりのランニングコストは、 1,838円となる。

38.4円＋1,800円＝l,838円

これにより、 2隻分の年間ランニングコストは、 735千円となる。

1,838円／日×年間操業日数200日＝367,600円／年×2隻＝735,200円
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｛殺菌水生成並び開放 ）

｛選別デッキ j

船底弁ノ
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〈取組記号 H)

漁獲物の品質保持（滅菌冷海水）

・現状

70トン型旧来船の漁獲物の鮮度保持は、ただの汲み上げ海水と氷が入った樽に漁獲物を入れ、

樽の入った魚艦内を冷やす事により行われているが、’さらなる鮮度保持が求められている。

・取組内容

船上で、魚蛤冷却のためのブライン間接冷却方式の冷凍装置を利用して滅菌冷海水を製造し、

樽に入れる海水を滅菌冷海水とする。

また、この滅菌海水は、新衛生殺菌水作成にも使用する。

・見込まれる効果

ただの汲み上げ海水を滅菌冷海水にすることで、さらなる鮮度保持効果が見込まれる。
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19t型計画船

滅菌冷海水と新衛生殺菌水の製造方法

榔に漁獲物と誠薗冷海水を
入れて鮮度保持を

減薗冷海水タンク

散水としてデッキ、タル、
カゴなどを洗浄、殺菌

撮作弁

機関室

：時

船底弁／

19t型既存船

滅菌冷海水の製造方法

緯に泊費量鞠と濡薗冷海水を
入れて鮮度保持

一

O一
知

一

O一細

操作弁

中ポンプ

機関室

」



〈取組記号 I) 

新たな流通経路

・現状

サメガレイ（銚子地域における通称：かつて）は、東北・北海道地域では、刺身、煮付けで主に利用されおり

東北・北海道地域での刺身商材としての評価は高いが、当地域においては、安い加工原料としてとらえられてい

る。

（サメガレイの特徴）

サメガレイは、 8月～11月に脂乗りが良くなり、肥満度※も高まり刺身として最適である。

また、産卵期（12月、 1月）前の秋期は卵を持っていることから、煮付けに非常に適しているとされるほか、

産卵後の冬期は干物材料として適している。

（しかしながら、今回の改革事業での取組みでは資源管理の観点から、産卵期の12月、 1月は当該魚種を狙っ

た操業は行わないようにする。）

また、魚肉及び内臓部のビタミンA含有量※は、過去の測定結果から、特に可食部（魚肉部）における

ビタミンA含有量はカレイ類の中ではサメガレイがもっとも高い部類である。

※ 今後は、千葉県の協力を得ながら、銚子地域で水揚げされるサメガレイの成分調査を行う予定である。

・取組内容

・千葉県漁連と連携し、安心安全なサメガレイ原料を使用した高級煮魚冷凍パックを製品化し、生協に販売を

行う。

現在H26年9月より、 70トン型沖底船が漁獲したサメガレイを使用した煮付けを、一部の生協（会員30万人）

にて販売を開始したが、他生協への売り込みを含め、消費拡大を図る。

千葉県漁連からは、安全性への取組みを積極的に行い、さらに原料供給を増やして貰いたい旨の要請を受けて

いる。

－他地域では生食されているサメガレイを、当地域でも生食用としてPRを行う。

p Rには、イベントでの試食、パンフレットによる PRを順次行い、 H26年度中に完成予定である食堂

(6次産業化事業で実施）では、刺身商材として試験的に供与していく予定である。

サメガレイは、魚体表面が灰黒色で、水揚後は粘液がまとわりついており、見た目が良くないことから、鮮魚

出荷では良い価格評価がされないが、 〈サメガレイの特徴）で述べたように、味覚の評価は高く、潜在能力は高

いので、高鮮度と安心安全な刺身商材であることをアピールすることで、付加価値向上を図る。

・見込まれる効果

－現在、販売を実施している生協以外の生協への販路拡大が見込まれる。

－当地域のサメガレイの認知度アップと付加価値向上が見込まれる。
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千葉県銚子近海の底引き網漁で護

れたサメガレイを切り身にして煮付け

1こしました。サメガレイはあまり馴染み

がないですカえ脂がのっていてくせがな

~I~、いしい魚です。一切れ7Qgで夕食

議メインにも＋~t~i.I{•) .1ーム叩

骨 ーヨド とんするだけで食卓に。 骨離れがいいの

"-:;'; ' で、子どもやお年寄りにも食べやすいと

れ
p 判注~~ ¥ 思います。煮汁もおいしいので崩した．

’Lぉ司

区豆1困問鶴 、・..... ] ··~·＝ ＇ 
銚子のかれいの煮付け
（サメガレイ）
462円樹込499月 140g(2切）

平灘保治連⑨180El

~メガレイ（園内産）、しようゆ（大豆（遺伝子組み換えで
ないもを分別）・小麦を含む）、砂精、発酵欝隊料、 水あめ、
でん粉、しようが汁、リンゴ酢（リンゴを含む）、食海

園田副 理E・豆・りんご
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身と一緒にごはんにかけて食べるのも

おすすめです。

私たちが作っています

千葉県漁業協同組合連合会 川名将之さん
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